
 

学校だより   No. ４ 
                      －７月号－         2022 年 6 月 29 日  

                                     聖ウルスラ学院英智小・中学校  

 

今 年の夏は本 当に厳しい暑 さになりそうです。東 北 も梅 雨に入り、梅 雨 明けが待 ち遠しい…は

ずの時 期 ですが、既に猛暑 日 を記 録したり、真夏 さながらの突 然の雨に見舞 われたりと、大 変 な

夏の予 兆 とみてまず間 違 いないと思 われます。 

また、コロナについては、県内や全国的に下げ止まりの傾向にありますが、本校でも新たな

陽性者の確認がされるなど、まだまだ油断はできない状況にあります。改めて、手洗いや消

毒、充分な換気やマスクの着用など、基本的な感染防止対策を行っていきたいと思います。  

《７月行事予定》  

 

その他 日 曜 First Second Third

1 金

第1回OS（午後） 2 土

3 日

4 月

5 火

会議日：午後短縮 6 水

東北私小研（図工） 7 木 T1球技大会

小学校オープンクラス 8 金

祈りの集い（小）11:30 9 土 6年進路説明会

10 日

11 月

幼小体験授業10:15- 12 火

13 水

14 木

15 金

学校説明会（中のみ） 16 土 １８１進路講演会OnLine

17 日

18 月

塾懇談会10:00-11:50 19 火 T2聴覚支援交流会（午前）

20 水

21 木

22 金 T2県大会

PTA研修会 23 土

24 日

25 月 7年補習（指名制・午前） 　　　　　　　T1課外（8/5）

26 火

27 水

28 木

29 金

30 土

31 日

④夏休み前集会 1st,T1,T29年給食あり　2nd,T28年給食なし　SB１３：３０

夏季休業開始（～8/22）　　　　　　　7年・T２補充授業（午前　※右参照）

〈全校朝礼〉

⑥委員会

面談週間（T1以外午前授業 　全学年給食あり　SB13:30）　　

中学校課程合唱コンクール（現地集合・解散）

海の日

短縮40分授業　①8:40～9:20　②9:30～10:10　③10:20～11:00　　T1特編授業



◇行 事 予定 について補足     【ステージ共 通 】  夏 季 休 業  ７月 ２１日 (木 )～８月 ２２日 (月 ) 

※７月 ２１・２２日 （木 ・金 ）の「７年 ・T2 補 充 授 業 」は、４月 のコロナによる臨 時 休 講 の対 応 策 としてお示 しし

ていた、全 員 参 加 の授 業 です。教 科 等 の詳 細 は、各 担 任 からお知 らせいたします。  

 

《面談週間について》  

既 に各 学 年 で調 整 が終 わっているかと思 います。面 談 は、短 時 間 ではありますが、今 年 度 これまでの  

お子 様 の様 子 を確 認 し合 い、これからの指 導 ･支 援 に役 立 てたいと思 いますので､ご協 力 いただきま  

すよう、よろしくお願 いいたします。  

☆全 ステージ共 通 の注 意 事 項  

・各 自 の面 談 当 日 に限 り、必 要 であればお子 様 を面 談 終 了 までの間 メディアセンター等 で待 たせるように  

いたします。但 し、基 本 的 に読 書 または勉 強 （自 学 ）です。  

・校 地 内 の駐 車 場 は利 用 できません。公 共 交 通 機 関 や若 林 区 役 所 等 の時 間 貸 駐 車 場 をご利 用 ください。  

☆1st，2nd，3rd ステージ Type2 （T1 は次 項 ）  

・7 月 1１日 （月 ）～１９日 (火 ) 午 前 授 業  給 食 あり･SB13:30 (T1 は通 常 授 業 ) 

※各 課 外 教 室 はこの期 間 お休 みになります。（音 楽 教 室 はありますが SB はでません） 

☆3rd ステージ Type1 

・面 談 は 7 月 2５日 （月 ）～8 月 ５日 （金 ）の期 間 に、夏 季 課 外 と並 行 で行 います。  

 

8･9 月 の主 な予 定 （体 験 学 習 については、下 にまとめました） 

〈8 月 〉  

６日 (土 )～16 日 (火 ) 学 校 閉 鎖     １８・１９日 （木 ・金 ）T1 野 外 活 動 （予 定 ）  

  ２３日 (火 ) 始 業 集 会 ・午 前 授 業 (S7,T2 私 学 テスト)給 食 弁 当 なし･SB12:15  午 後 漢 検 （希 望 者 ）  

T1 は午 後 まで。漢 検 受 検 者 と T1 は要 弁 当 。  

  2４日 (水 ) 通 常  （S5～7 年 ,T2 は育 伸 社 私 学 テストの後 ,通 常 授 業  ⑥2nd クラブ）  

  2７日 (土 ) T1（+高 校 ）英 智 祭 準 備 日  ２８日 (日 )英 智 祭  ２９日 (月 )T1 振 替 休 業 日  

〈9 月 〉 

   １日 （木 ）  全 校 朝 礼   7～9 年 学 力 推 移 調 査 （午 前 ）  午 後 通 常 授 業  

９日 (金 ) 午 前 授 業   1０日 （土 ）児 童 生 徒 休 業 日  ←英 智 イングリッシュコンテスト  

1４～1６日 (水 ～金 ) ４年 学 力 テスト（１４日 のみ）  ５～9 年 前 期 末 考 査 （５・６年 は１４・１５日 ）  

＊５・６年 の考 査 は、宿 泊 行 事 の変 更 等 に伴 い、年 間 行 事 予 定 から変 更 しました。  

2９日 （木 ) T2 体 育 祭  

※10 月 １日 （土 ）中 オープンスクール（午 後 ）   ６日 （木 ）前 期 終 業 式 （午 後 ）  

  ７～11 日 （金 ～火 ）秋 季 休 業   ８・９日 （土 ・日 ）は T２・8 年 生 の新 人 戦 です  

 

【 ２０２２年 度 の体 験 学 習 ・・・詳 細 は各 学 年 より  】 

１・２年  ８月 ２５日 （木 ）  泉 ヶ岳  体 験 学 習 （登 山 ）  （翌 ２６日 （金 ）臨 時 休 業 日 ） 

３年  ９月 ７日 （水 ）   加 美 町  体 験 学 習 （文 化 体 験 ）  

４・７年  ９月 ２１日 （水 ）  東 松 島 市  リーダー研 修 会  

５年  ９月 ２２日 （木 ） 岩 手 花 巻  総 合 学 習 （宮 沢 賢 治 を通 して）  

６年  １１月 １・２日 （火 ・水 ）  福 島 J ヴィレッジ 体 験 学 習 （Global Camp） 

８年  ９月 ２１・２２日 （水 ・木 ）  南 三 陸 町  体 験 学 習 （第 １次 産 業 体 験 ・防 災 教 育 ）  

９年  １０月 ２２～２４日 （土 ～月 ）  広 島 ・大 阪  体 験 旅 行 （平 和 教 育 ）  (２５日 （火 ）は振 替 休 日 ) 



７月《聖書のことば》  

「悪い実を結ぶ良い木はなく、また、良い実を結ぶ悪い木はない。」 

（ルカによる福音書 6 章 43 節） 

 

この聖 書 の一 節 は、「善 い人 は良 いものを入 れた心 の倉 から良 いものを出 し、悪 い人 は悪 いものを入 れた

倉 から悪 いものを出 す。人 の口 は、心 からあふれ出 ることを語 るのである。」とつながるのですが、この御 言

葉 を目 にするたびに、私 の脳 裏 をある文 章 がよぎります。それは詩 人 の大 岡 信 さんが書 いた、『言 葉 の力 』と

いう文 章 です。以 下 に一 部 掲 載 します。  

 

人はよく美しい言葉、正しい言葉について語る。しかし、私たちが用いる言葉のどれをとってみ

ても、単独にそれだけで美しいと決まっている言葉、正しいと決まっている言葉はない。（略）  

京都の嵯峨に住む染織家志村ふくみさんの仕事場で話していたおり、志村さんがなんとも

美しい桜色に染まった糸で織った着物を見せてくれた。（略）  

私はすぐに桜の花びらを煮詰めて色を取り出したものだろうと思った。実際はこれは桜の皮か

ら取り出した色なのだった。あの黒っぽいごつごつした桜の皮からこの美しいピンクの色がとれる

のだという。（略）  

桜は全身で春のピンクに色づいていて、花びらはいわばそれらのピンクが、ほんの尖端だけ姿

を出したものにすぎなかった。  

考えてみればこれはまさにそのとおりで、木全体の一刻も休むことない活動の精髄が、春とい

う時節に桜の花びらという一つの現象になるにすぎないのだった。（略）  

このようにみてくれば、これは言葉の世界での出来事と同じことではないかという気がする。言

葉の一語一語は、桜の花びら一枚一枚だといっていい。一見したところぜんぜん別の色をして

いるが、しかしほんとうは全身でその花びらの色を生み出している大きな幹、それを、その一語一

語の花びらが背後に背負っているのである。  

 

言 葉 とは、『私 たち自 身 』という幹 に連 なる枝 の、その先 端 の花 びらで、

しかしそこには『私 たち自 身 』の活 動 の本 質 的 なところ、経 験 したことや知

識 、性 格 など全 てを含 む内 面 が表 れているというのです。  

御 言 葉 と重 ねて考 えると、悪 い実 が成 るということは、木 である私 たち

自 身 が悪 い人 になっているということで、良 い実 が成 るということは私 た

ち自 身 が善 い人 になっているということなのだと思 います。では、私 たち

が善 い人 になるためにはどうしたらよいでのしょう。それにはやはり、心 の

倉 を良 いもので満 たしてあげることが大 切 なのだと思 います。心 の倉 は、

様 々な人 との関 わり合 いや対 話 の中 で少 しずつ満 たされるはずです。そう考 えるとき、自 分 の言 動 は子 ども

たちの心 の倉 を良 いもので満 たしてあげられるようなものだろうかと、自 分 を振 り返 らずにはいられません。

そばにいる大 人 として、子 どもの口 からみえる心 の倉 が良 いものであるように、自 分 が良 い木 なのか悪 い木

なのか、良 い実 をつけられているのか、悪 い実 をつけているのか、振 り返 りながら過 ごしたいものです。  

ちなみに、上 の文 章 は、本 校 でも採 用 している中 学 校 ２年 生 の国 語 の教 科 書 に掲 載 されている文 章 で

す。お手 元 にある場 合 は、ぜひ一 度 ご家 庭 でも話 題 にしてみて下 さい。  

Type1 コース長  熱 海 龍 太 郎  



【合唱 コンクール】  

 ３年 ぶりの校 内 合 唱 コンクールを、下 記 の日 程 で行 う予 定 になっております。これまでの合 唱 コ

ンクールは、セカンド・サードステージで、それぞれに行 われておりました。昨 年 度 、セカンドステー

ジは休 止、サードステージは 7 月 中 旬に行うべく準 備しましたが、本 番 前 日に感 染者 の情 報 が入

り、やむなく中止 となり、結 局 両ステージとも 2 年 間 開 催 できずにおりました。 

今 年度 は、様々に検 討した結 果、「中学 校 課 程のくくりで行い、自 由 曲 1 曲の発 表 とする」こと

で、練 習 時間 の短 縮や感 染 防 止のリスク軽 減を図 りつつ、開 催することになりました。  

各 クラスの自 由 曲 も出 そろい、これからいよいよ練 習 が本 格 的

に始 まります。本 番 まで２週 間 しかありません。練 習 中 のマスクも

外 せませんが、コロナ対 策 をしながらしっかりと取 り組 み、本 番 で

は中 学 生らしい逞しい合 唱 になるよう期 待しています。  

 

  〇日 時     ７月 １２日 (火 ) ９:４５開会（11:３０終 了 予定）  

仙 台市 宮 城 野区 文 化センター パトナホール 

  ・自 由 曲（演 奏 順 は後 ほど決定 します）  

   ７A「この星に生 まれて」   ７B「この地球 のどこかで」    ７C「HEIWA の鐘」  

   １８１「COSMOS」  ２８１「あなたへ～旅 立 ちに寄 せるメッセージ～」    ２８２「YELL」  

１９１「地 球 星歌 ～笑顔 のために～」    ２９１「空 駆ける天 馬 」   ２９２「大 切 なもの」  

 

※保 護 者様 の来場 はできません。但し、録 画したものの YouTube 限 定配 信 を考 えております。  

 

ほ め た た え 

 

☆令和４年度  第７１回仙台市中学校総合体育大会  

◇バドミントン部   

団 体戦   男子 団 体  第 1 位   女 子 団体  第 1 位  

個 人戦  

男 子シングルス  優勝  村木悠空   準 優 勝  齊藤優楽    3 位  小峯泰成  

   男 子ダブルス  優 勝  根本舜生・石原慶悟   準 優勝  弓削綾登  八木澤賢翼  

3 位  味岡友陽  平川翔  

   女 子シングルス 優勝  山辺彩由里  準 優勝  山下羽奈    3 位  中澤未菜  

   女 子ダブルス  優 勝  戸上  凜・木村ひなの  準 優 勝  丹野琴瀬・新田紗矢  

3 位 ・田口芽衣・山崎楓由  

 

◇特 設 卓球 部    女 子 個 人（若 林 区）  第 1 位  横山夕珠  

以 上  県大 会 出 場  

 

◇ソフトテニス部    女 子 団 体（若 林 区）  第 ３位   

             男 子 団 体（若 林 区）  第 ３位   

             男 子 個 人   相馬虎童・米城光奈笙  第５位  

 
・その他の部 もよく頑 張 っていたということでした。皆 さんに心からの拍 手 を贈 ります !! 
 


